
   学校だより＜１月＞    令和６年１月９日  

  朝日ケ丘    
          学び合い 支え合う学校      

  

芦屋市立朝日ケ丘小学校長 髙橋 孝子 

https://ashiya-municipal-asahigaoka-elementary-school.edumap.jp 

 

新しい年を迎えて 
 

新しい年、令和６年を迎えました。各ご家庭では「今年はこんな年に

しよう。」「こんなことを頑張ろう。」と、１年への期待や思いを持たれたことと思います。 

その初春のすがすがしい気配も、元日に起こった能登半島地震によって吹き飛びました。天

災は、人間の感情や社会の営みと全く関係なく襲ってくることを思い知らされました。 

甚大な被害状況、懸命に続けられる救助・救援活動の模様をニュースで見聞きするほどに心

が苦しくなります。 

あの時、２９年前の阪神大震災を経験した際、避難所でかけられた温かい声、「大丈夫です

か。」「お子さんにこの毛布かけてあげて。」そして、友人・知人からの励ましの声が、こうし

た時、どれほど心の支えになり、ありがたかったかを思い出します。私たちの祈りの声が届く

ようにと願わずにはいられません。 

２０２４年は「辰（たつ）」年です。辰（＝龍）は十二支の中で唯一架空の生物であり、古

代中国では縁起の良い生物とされていました。令和６年は、十干では「甲（きのえ）」にあた

るため、干支では「甲辰（きのえたつ）」です。陰陽五行説によると「甲」は草木の成長を表

し、植物が成長するようにどんどん勢いを増して成長していくという意味があるそうです。前

年まで努力してきたことが実を結んで成就する年となるとのこと。空高く昇る龍のように、子

どもたちが健やかに成長する 1年となることを願います。 

さあ、３学期が始まりました。４月からの次の学年に向けて、しっかりと学びを深めていき

たいと思います。 

保護者の皆様、地域の皆様、学校教育活動に対し、いつも温かいご理解・ご協力をありがと

うございます。２０２４年（令和６年）もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜ユネスコ世界寺子屋運動・書き損じはがきのお願い＞ 

日本ユネスコ協会では、発展途上国の貧しい地域に学びの場をつくり、読み書きや、生

活をよくするための技術を学べるよう応援する世界寺子屋運動を行っています。１１枚の

書き損じはがきで、ひとりが１カ月間学校に通えます。 

ぜひ、住所を書き間違えた郵便はがき、余った年賀はがき、使っていない切手やプリペ

イドカードなどがありましたら、職員室前の書き損じポストに入れてください。 

“あなたの１枚で未来が明るくなる。” “世界中の学ぶよろこびへ！！” 
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    ＜１・２月の行事予定＞ 

〈１月〉 

９日（火）始業式 11:30 下校 

１０日（水）震災を考える１週間（～１７日） 

ＳＣ相談日 12：20 下校 

１１日（木）給食開始 13:30 下校 

１２日（金）芦人権分科会 14：30 下校 

１６日（火）６・1年防災学習 

１７日（水）１・１７全校朝会（放送） 

３年消防署見学 ６年震災碑巡り 

１８日（木）避難訓練（地震） 

１９日（金）あさひタイム ５校時まで 

２２日（月）給食週間（～２６日） 

２４日（水）造形展（児童鑑賞） 

２５日（木）造形展（1・3・5年保護者鑑賞） 

オープンスクール ５校時まで 

２６日（金）造形展（2・4・6年保護者鑑賞） 

オープンスクール ５校時まで 

〈２月〉 

２日（金）あさひタイム ５校時まで 

８日（木）「震災に学ぶ」集会 

９日（金）５校時まで     

１４日（水）ＳＣ相談日  

山手中学校入学説明会（６年） 

１６日（金）あさひタイム ５校時まで 

１９日（月）新１年生入学説明会 

２０日（火）第３回学校評議員会 

山手中学校制服採寸（６年） 

２２日（木）１０歳を祝う会（４年） 

４年懇談会 

２６日（月）委員会 

２８日（水）懇談会（５・６年） 

２９日（木）懇談会（１・２・３年） 

       

   

お知らせとお願い 

＜震災を考える週間（１月１０日～１７日）について＞ 

阪神淡路大震災のことを知り、命の尊さや助け合いの大切さを考える取り組みを、各学

年・クラスで行います。また、２月８日（木）の「震災に学ぶ」集会には、兵庫県立舞子高

校環境防災科の篠原牧子教諭を講師にお迎えします。ご家庭でも、日常の防災・減災の備え

をどうするべきかについて、お子様とお話しください。 
 

＜給食週間（１月２２日～２６日）について＞ 

給食週間の目的は、①食事に関わる方々に感謝をし、食べることの大切さについて考え

る、②お世話になっている給食室の方（栄養士さんや調理師さん）にプレゼントやメッセー

ジを届けて感謝の気持ちを伝える、です。 

この期間は、調理師さんのおすすめメニューが給食に登場します。また、給食委員会が、

給食の時間に食材などに関するクイズを出します。 

 

＜造形展（１月２４日～２６日）について＞ 

２４日(水)は子ども鑑賞日、２５日(木)は１・３・５年生の保護者鑑賞日、２６日(金)は

２・４・６年生の保護者鑑賞日です。開館時間は「９：３０～１６：３０(入場は１６：０

０まで)」となります。 

なお、２５日（木）と２６日（金）は、放課後に親子そろってご鑑賞いただけるよう５時

間授業といたします。詳しくは、後日配布する手紙をごらんください。 
 

＜１月１２日（金）の下校時刻について＞ 

この日開かれる「芦屋市人権教育推進協議会 分科会」（１５時半～・芦屋市民センター）

に、全教員が人権研修の一環で参加します。そのため、全校５時間授業とし、１４時半下校

となります。分科会には、保護者の皆様もご参加いただけます。 


